






研究要旨:我々が今まで行ってきた極低出生体重児の早期介入・発達支援の結果をもとにし

て、ハイリスク児の発達支援トータルケアシステムを構築するため、初年度は予備副査と

してハイリスク児の子育てについての調査、ハイリスク児の事例の収集、保健所のハイリ

スク児の係わりに関するアンケート調査、地域におけるトータルケアシステムのモデル作

成などを行った・ハイリスク群のニーズは発育・発達の不安が高`・比較群とは異なり 

適切な支援システムが必要な事と、ハイリスク児と親だけでなく周囲の人たちをも視野に

入れた支援システムの構築が必要なことが判明した。全国658保健所のうち、2月現在57.4%

より解答を得ている。保健所の規模や地域によりハイリスク児の係わりは種々で幅があり、

地域に適した支援システムの構築が必要である。保健所保健婦の未熟児入院中の訪問事業

は母親や家族との信頼関係を築きやすく、早期からの支援に有効である事が確認された。

市町村保健婦と連携した保健所における支援システムは地域におけるハイリスク児の支援

に有効である。 


